


西湘ビデオ屋家業 元旦記す 
   高橋 昌一     

2018 年元旦。初日の出を生まれて初めて拝みに行きました。 

 

向かった小田原の海岸（相模湾）は、丁度正面から太陽が登ってくる好位置。そのせ

いもあってか思いの他、驚く程の人の多さに、海岸沿いの西湘バイパスでは、「路肩に駐

車しないでください！」と赤灯を回しながら連呼するパトカーが幾度も往来している。 

さて、いよいよ初日の出。波打ち際に連なる人々が照らされて、そのシルエットの映

えがかなり印象的。 

うーん、寒かった！冷えた！ 帰路には一斉の人だかりにもまれた。でもよかった！！ 

 

何もすることが出来ないでいた日々、時間つぶしに適当な本を携えては海岸やショッ

ピングモールの駐車場に何時間も滞在したことをふいに思い出す。あれから十数年が経

ち、時折、起業があと 10 年早ければ、今もっと違った考え方で進んだかも知れないと思

ったり、いやいや 10 年早かったら、その時の諸事情で起業自体が出来なかったかも知れ

ないなどと思ったりもする。 

 

さて、映像ニーズの発掘や撮影手法では、自由で現実的な発想にやはり有利なのは私

たちのような映像に携わってきている者のような気がします。今年も仲間や自分を含め

たそれぞれ多岐にわたる活躍を実感しながら、お互いに充実した一年でありたいもので

すね。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

話すっかり変わって、先日、長谷川さんとやり取りの機会があり、彼からEDIUS の「プ

ライマリーカラーコレクション」が話に出てきた。カラコレ編集の不得手な自分は一見、

取っ付きにくい画面にややたじろぎながらも、いじっていくうちにすっかりハマってい

った。ほんの一言だけれどもありがたいヒントになったなぁ。 

 
海を背に振り替えると富士山が少し見えた。（その手前は西湘バイパス） 


